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1. はじめに 
 

今回の「Ver.8.4.0」では、お客様よりいただきましたいくつかのご要望に対して、機能追加や機能変

更を加えています。 

今回の「Ver.8.4.0」においては既存機能の改善が主な変更点である為、画面の詳細部分から手順までの

説明ではなく機能追加や機能変更の概要のみの説明に省略化しています。 

 

 

2. 共通システム 

・明細集計ボタンの追加 

・サービス名のヒント 

・誤ったサービスがある場合の具体表示 

・難病公費適用外の対応(居宅介護、訪問看護システム) 

・通所系サービスの加算項目の追加と反映 

・複数指定印刷(利用票/提供票) 

・複数指定印刷(利用者台帳/事業所台帳) 

・取込時の上書き防止 

・緊急時連絡先・費用負担者等の追加 

・一括複写時の作成年月日の設定(居宅介護支援、小規模多機能システム) 

・一括複写時の台帳読込 

・課税区分に対象外を追加 

・利用者負担請求書・合計請求書における変更点 

・選択行削除の追加(訪問介護/看護、通所介護システム) 

・緊急加算の日報管理 

・請求区分等の表示 

・帳票印刷処理における条件の追加 

・福祉用具担当者別の抽出（福祉用具貸与） 

・計画書の次回計画見直し日 

・月間スケジュールの追加(居宅介護支援、小規模多機能型居宅介護) 

・各種帳票の A3 縦サイズ対応 

・保険者別、居宅介護支援事業所別検索 

・利用者別対応履歴 

・作成ファイル名変更時のチェック 

・SQLServer の再起動 

・介五郎終了時のバックアップ 
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3. 居宅介護システム 

・要介護度別の利用票見積入力 

・利用票実績入力の取り込み画面 

・特定事業所集中減算集計表 

・支援経過 

・興味関心チェックシートの追加 

・介護予防計画書 

・担当者会議資料会議出席者の入力数増加 

 

4. 訪問介護システム 

・総合事業給与単価設定 

 

5. 通所介護システム 

・地域密着型の既定値表示 

 

6. 福祉用具システム 

・商品台帳の区分別印刷 

・福祉用具担当者別の印刷 

・福祉用具サービス計画書の住居図のコメント 

 

7. 訪問看護システム 

・訪問看護提供記録簿 
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2. 共通システム 

システム共通の機能強化・機能追加は以下のとおりです。 

 

 

2-1. 明細集計ボタンの追加 

 

 これまで利用票/提供票や別表の入力画面では、使用サービスの単位数合計しか表示されていませんで

した。使用したサービスそのものの単位数や、回数などは印刷した時の別表で確認する必要がありまし

たが、入力画面に明細集計ボタンを追加し、画面上で確認できるように改善しました。 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

※明細集計画面では支給限度額管理対象外のサービスについては対象外の項目にチェックがつきます。 

 

 

 

 

 

 

 

明細集計ボタンをクリックすると明細集計画

面が表示され、各サービスの集計が入力画面

で確認できるようになっています。 

利用票や提供票入力画面

に明細集計ボタンが追加

されています。 
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2-2. サービス名のヒント 

 

 サービス内容入力画面でサービス名を選択する時に、そのサービスの算定回数等が確認できるヒント

としてサービスコードの情報が表示されるようになりました。 

 

■訪問介護の「身体３」を選択した場合 ■訪問看護の「訪看Ⅰ5」を選択した場合 

  

 

       

  

 

2-3. 誤ったサービスがある場合の具体表示 

 

利用票や提供票を作成し登録を行った時、誤った明細が入力されている場合の入力エラーの表示を、

どの明細が誤っているのかを具体的に把握できるように改善しました。 

 

■Ver.8.3.1.0 以前 ■Ver.8.4.0.0 以降 
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2-4. 難病公費適用外の対応(居宅介護、訪問看護システム) 

 

 訪問看護を利用している利用者で、54-難病の公費を持たれている場合、サービス内容によっては公

費対象にならないケースがあります。これは「訪看Ⅰ５」はリハビリであり、難病に対するサービス提

供ではないので公費対象とならないという考えがある為です。 

この内容に対応する為、サービス内容入力に公費適用外として判断させる項目を追加しました。 
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2-5.通所系サービスの加算項目の追加と反映 

 

 事業所台帳にて「中重度者体制」の項目を追加いたしました。「2-あり」を選択しておくと、利用票/

提供票を作成する際や、日報入力(通所系)を追加する場合に、中重度者ケア体制加算の項目に既定値でチ

ェックが付くようになります。また、サービス提供体制加算においても、事業所台帳で選択している内

容が既定値でチェックがつくようになります。これらの項目は通所介護、通所リハビリ、地域密着型通

所介護、認知症対応型通所介護が該当します。 

  

■事業所台帳(例：地域密着型通所介護の場合) ■サービス内容入力画面 
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2-6. 複数指定印刷(利用票/提供票) 

 

 利用票/提供票を印刷する時に、利用者を複数指定できる機能を追加いたしました。この機能を追加し

たことにより、利用票/提供票印刷時には印刷条件指定画面が追加されています。 

 

■印刷条件指定画面 

 

 

項目 説明 

出力の種類 チェックを付けている項目を印刷します。既定値では全てにチェックが付

いています。 

条件入力 提供月 印刷する該当月を指定します。 

利用者指定 利用者検索画面で指定している最初の利用者名(ID 順)が表示され、複数指

定している場合は合計利用者数が表示されます。 

並び替え ID 順、かな順で並び替えます。 

クリア 条件をクリアする際に使用します。 
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■利用者検索画面(利用者を複数指定できる画面) 

 

 

項目 説明 

並び替え ID 順、カナ順で並び替えます。 

介護/予防 選択した区分の利用者のみ表示します。 

フリガナ 指定したフリガナの利用者のみ表示します。 

中止利用者を表示 中止利用者を表示します。 

医療保険者対象のみ 医療保険者対象のみ表示します。 

全件選択 画面に表示されている全ての利用者の指定部分にチェックを付けます。 

全件解除 画面に表示されている全ての利用者の指定部分のチェックを外します。 

リセット 全ての利用者の指定部分のチェックを外します。 
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＜仕様説明＞ 

 

 

① 利用票/提供票入力画面で印刷(F8)をクリッ

クすると印刷条件指定画面が表示されます。 

利用票/提供票を作成中であれば、その提供月

と利用者が選択されていますので、利用者指

定の  をクリックします。 

  

 

② 利用者指定の  をクリックすると左図のよ

うに利用者指定画面が表示されます。印刷を

行いたい利用者の指定部分にチェックを付け

決定をクリックします。 

  

 

③ 利用者指定部分には、チェックを付けた利用

者の中で最小 ID 利用者が表示され、利用者名

の横にチェックを付けた利用者の総数が表示

されます。指定した利用者に応じた、出力の

種類で指定している物を印刷することができ

ます。 
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2-7. 複数指定印刷(利用者台帳/事業所台帳) 

 

 マスタ印刷から利用者台帳/事業所台帳を印刷する時に、複数指定できる機能を追加いたしました。こ

の機能を追加したことにより、利用者台帳/事業所台帳は指定した分だけを印刷することができます。 

 

■利用者検索画面(利用者を複数指定できる画面) 

 

 

項目 説明 

並び替え ID 順、カナ順で並び替えます。 

介護/予防 選択した区分の利用者のみ表示します。 

フリガナ 指定したフリガナの利用者のみ表示します。 

中止利用者を表示 中止利用者を表示します。 

医療保険者対象のみ 医療保険者対象のみ表示します。 

全件選択 画面に表示されている全ての利用者の指定部分にチェックを付けます。 

全件解除 画面に表示されている全ての利用者の指定部分のチェックを外します。 

リセット 全ての利用者の指定部分のチェックを外します。 
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■事業所検索画面(事業所を複数指定できる画面) 

 

 

項目 説明 

並び替え ID 順、カナ順で並び替えます。 

サービス種類 選択したサービス種類の事業所のみ表示します。 

サービス区分 選択した区分の事業所のみ表示します。 

フリガナ 指定したフリガナの事業所のみ表示します。 

廃止事業所を表示 廃止事業所を表示します。 

自事業所のみ表示 自事業所のみ表示します。 

全件選択 画面に表示されている全ての事業所の指定部分にチェックを付けます。 

全件解除 画面に表示されている全ての事業所の指定部分のチェックを外します。 

リセット 全ての事業所の指定部分のチェックを外します。 
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＜仕様説明＞ 

 

 

① マスタ印刷画面にて利用者台帳と事業所台帳

に関して複数指定の印刷が可能になります。 

  ここでは事業所台帳で説明します。 

  事業所指定の  をクリックします。 

  

 

② 事業所指定の  をクリックすると左図のよ

うに事業所指定画面が表示されます。印刷を

行いたい利用者の指定部分にチェックを付け

決定をクリックします。 

  

 

③ 事業所指定部分にはチェックを付けた事業所

の中で最小 ID 事業所が表示され、、事業所名

の横にチェックを付けた事業所の総数が表示

されます。指定した事業所分を印刷すること

ができます。 

  

 



14 

 

 

2-8. 取込時の上書き防止 

 

 利用票/提供票予定入力や日報予定入力等の取込を行う画面に、「再取込を許可する」の項目を追加し

ました。この機能により、誤ってデータを再取込みしてしまうのを防ぐことができます。 

 

■訪問介護日報予定入力画面の場合   

 

左図のように、既に取り込み済みの利用者に対して

取込を行うと入力エラーが表示されるようになっ

ています。 

再度取込を行う必要がある場合は、□再取込を許可

するにチェックを付けることにより取込を行うこ

とができます。 
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2-9. 緊急時連絡先・費用負担者等の追加 

 

利用者台帳の拡張情報を 2 つに分け、「拡張情報 1」に緊急時の連絡先の項目を増やしました。また、

利用者負担の請求先が本人と異なる場合等に対応するため、請求書請求先の項目を追加しました。 

費用負担者を設定するにチェックを入れることで、利用者への請求書やタックシールの宛名に、請求書

請求先に記載した情報で表記することが可能になりました。 

 

  

 

■ 緊急時連絡先については、下記のように項目が追加されています。 

（アセスメント） 

 

（利用者状況記録） 
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■ 請求書の送付先については、利用者負担請求書領収書に反映されます。 

 

（費用負担者を設定するにチェックしていない） 

 

 

（費用負担者を設定するにチェックしている） 

 

利用者台帳の住所、利用者名が表示される。 請求書請求先に入力した、住所、氏名が表示される 

 

 

2-10. 一括複写時の作成年月日の設定(居宅介護支援、小規模多機能

システム) 

 

一括複写画面に作成年月日を設定する機能を追加しました。 

利用票を一括複写した後、作成年月日を一人ずつ入力するのは手間であるとのご要望に対応しています。 

チェックを付けると現在の日付(PC のシステム日付)が自動で入力され、複写を行った際に利用票の作成

年月日にその日付が反映されます。日付は変更を加えることができます。 
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2-11. 一括複写時の台帳読込 

 

一括複写画面に台帳読込を行う機能を追加しました。 

認定有効期間が切れて期間外エラーが表示された場合、利用者台帳を最新の情報に更新した後、利用

者毎に台帳読込を行い、登録を行う必要がありました。一括複写の台帳読込を使用すれば、利用者台帳

を最新の状態にした後、再度一括複写を行えば一括で台帳読込も行え、効率化を図れる目的として機能

追加しています。 

 

 

 

2-12. 課税区分に対象外を追加 

 

枠外入力の課税対象の有無において、課税・非課税の他に、対象外を追加しました。 

いわゆるキャンセル料といわれるものの中には、解約に伴う事務手数料(課税)としての性格のものと、解

約に伴い生じる逸失利益に対する損害賠償金(対象外)としての性格のものがある為です。 

 

■枠外項目マスタ画面 ■枠外入力(提供票実績入力)画面 
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2-13. 利用者負担請求書・合計請求書における変更点 

 

利用者負担請求書において、これまでの様式とは別に、「請求書＋請求書（控）」、「領収書＋領収書（控）」

の様式を追加しました。それに伴い、これまでの様式についても名称を変更しました。 

システム設定の全般設定①の「利用者負担金請求書/領収書」の印刷様式で変更することができます。 

 

（介護） （医療） 

  

 

 

項目 説明 

介護 1-単票様式 「請求書」「領収書」をそれぞれ A4 用紙で 1 枚ずつ出力す

る様式です。 

2-請求書領収セット様式 「請求書」＋「領収書」を A4 用紙で出力する様式です。 

3-*請求（控）領収セット様式 「請求書」＋「領収書」＋「領収書（控）」を A4 用紙で出

力する様式です。 

4-窓付）請求領収セット様式 「窓付封筒対応請求書」＋「領収書」を A4 用紙で出力す

る様式です。 

5-控セット様式 （新規追加）「請求書」＋「請求書（控）」を A4 用紙で出

力する様式です。 

6-窓付）控セット様式 （新規追加）「窓付封筒対応請求書」＋「請求書（控）」を

A4 用紙で出力する様式です。 

医療 1-単票様式 「請求書」「領収書」をそれぞれ A4 用紙で 1 枚ずつ出力す

る様式です。 

2-請求書領収セット様式 「請求書」＋「領収書」を A4 用紙で出力する様式です。 

3-控えセット様式 （新規追加）「請求書」＋「請求書（控）」を A4 用紙で出

力する様式です。 
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（介護） （医療） 

  

 

また、以下の点を変更しています。 

・明細欄に保険分と枠外分を区別して表記「4-窓付）請求領収セット様式、6-窓付）控セット様式」

に限ります。 

・課税区分に対象外を追加（2-12 課税区分に対象外を追加参照） 

・費用負担者の表記（2-9 緊急時連絡先・費用負担者等の追加参照） 

 

 
 

保：介護保険 

枠：枠外 

非：非課税 

課：課税 

—：対象外 
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2-14. 選択行削除の追加(訪問介護/看護、通所介護システム) 

 

日報入力画面にて、サービス内容の削除を行う際に個別に行を選択して削除ができるよう改善しまし

た。訪問介護・訪問看護（利用者別入力・担当者別入力）、通所介護・通所リハ（日別指定・利用者指定）

小規模多機能(日別指定・利用者指定)にて選択削除が使用できます。ここでは訪問介護を例に挙げて説明

しています。 

 

＜選択削除方法＞ 

 

① 日報入力画面に「□選択削除」の項目が追加さ

れています。 

  

 

② 「□選択削除」にチェックを付けると指定部分

が表示されますので削除したい行を選択しま

す。選択した後、削除(F4)をクリックすると指

定している行が削除されます。 

  

 

 

 

  

選択削除を指定せずに削除(F4)をクリックすると、これまで通り指定している利用者の日報がすべて削

除されてしまいますのでご注意ください。 

  

 

 

 

注意！！ 



21 

 

2-15.緊急加算の日報管理 

 

日報入力画面（訪問介護・定期巡回・訪問看護）にて、緊急加算が管理できるようになりました。 

緊急訪問の際、日報にて加算にチェックを入力することで実績入力に取込時に反映されます。 

 

（訪問介護） （訪問看護） 

  

 

■実績へ取り込みした際の表示について（例）3/3 10：00～11：00 に提供した場合 

（訪問介護）   

 

緊急訪問した日と同じ日同じ時間帯で緊急時訪問

介護加算の行が追加されます。 

複数回訪問した際には時間ごとに別の行に表示さ

れます。 

（定期巡回）  

 

緊急訪問した日と同じ日に緊急加算の行が追加さ

れます。 

定期巡回の緊急加算については、１月に１回のみの

算定のため、時間帯は表示されずに１行のみ表示さ

れます。 

（訪問看護）  

 

緊急訪問した日と同じ日に緊急加算の行が追加さ

れます。 

緊急時訪問看護加算については、１月に１回のみの

算定のため、時間帯は表示されずに１行のみ表示さ

れます。 
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2-16. 請求区分等の表示 

 

日報入力画面（訪問介護・訪問看護）にて、請求区分等の情報を表示しました。これにて、一覧画面

にて各明細の詳細を確認することができるようになりました。 

「請求」には「通常（通常請求）」「表示（表示のみ）」「同行（同行訪問）」をいずれかを表示します。 

「取」は取込対象の場合に、「緊」が緊急加算を算定している場合にチェックが表示されます。 

 

  

  

 

 

 

  



23 

 

2-17. 帳票印刷処理における条件の追加 

 

月間利用者別状況表・負担金集計表にて、介護支援専門員別、サービス種類別での印刷ができるように

なりました。対応システム、対応帳票は下記のとおりです。 

 

種類 対応システム 対応帳票 

介護支援専門員別 居宅介護支援、小規模多機能型居宅介護 ・利用者別負担金集計表 

・要介護度別負担金集計表 

・事業所別負担金集計表 

・サービス種類別負担金集計表 

・事業所別利用者別負担金一覧表 

サービス種類別 全システム ・利用者別負担金集計表 

・要介護度別負担金集計表 

・月間利用者別状況表 

 

■居宅介護支援システムの場合 ■通所介護システムの場合 

  

  

（利用者別負担金集計表 サービス種類別） （月間利用者別状況表 サービス種類別） 
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2-18. 福祉用具担当者別の抽出（福祉用具貸与） 

 

各種帳票において、福祉用具担当者別での抽出ができるようになりました。 

福祉用具担当者別の抽出ができる帳票は下記のとおり。 

・居宅サービス提供票 

 ・福祉用具貸与実績報告書 

 ・担当者別品目一覧表 

 ・担当者別集計票 

 

■福祉用具担当者別  

（福祉用具貸与）  
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2-19. 計画書の次回計画見直し日 

 

居宅サービス計画書や訪問介護計画書等、計画書作成部分に「次回計画見直し日」を追加しました。 

この機能を追加したことにより、計画書自体に有効期限を設けさせ、計画書の見直し忘れを防止する

ことができます。 

 

  

① 計画書作成画面に「次回計画見直し日」を追加

しています。ここに入力した日付が計画書の有

効期限として判断されます。 

  

 

② 参照(F5)をクリックして表示されるデータ参

照画面に「□次回計画見直し日チェック」の項

目が追加されています。ここにチェックを付け

ることにより、「次回計画見直し日」で入力し

た日付に対しての期限を色分けで確認するこ

とができます。 
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2-20.月間スケジュールの追加(居宅介護支援、小規模多機能型居宅

介護) 

 

居宅介護支援及び、小規模多機能型居宅介護の帳票印刷画面に「月間スケジュール」を追加しました。 

なお。※サービス種類と時間帯のみ表示されます。 

 

■居宅介護支援  

  

  

■小規模多機能型居宅介護  
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2-21. 各種帳票の A3 縦サイズ対応 

 

帳票印刷処理画面に帳票サイズの選択箇所を設け、各種帳票において A3 縦サイズの印刷に対応しまし

た。これまで 2 枚に分かれていた内容も A3 縦の 1 枚で確認することができます。 

※A3・縦サイズで印刷できる種類のみ帳票サイズを選択できます。 

 

■訪問介護の帳票印刷処理画面の場合  

  

 

A3 縦サイズでの印刷に対応している帳票は以下の通りです。 

 

居宅介護支援・各サービス 福祉用具販売 

・月間利用者状況表 

 ・月間スケジュール（利用者・担当者） 

 ・訪問スケジュール一覧 

 ・提供スケジュール一覧 

 ・利用者別負担金集計表 

 ・要介護度別負担金集計表 

 ・居宅介護支援事業所別負担金集計表 

 ・事業所別負担金集計表 

 ・事業所別利用者別負担金集計表 

 ・処遇改善加算一覧表 

 ・担当者別訪問集計表 

 ・要介護度別提供集計表 

 ・利用延人数集計表 

 ・利用者別訪問集計表 

 ・特定集中減算集計表 

 ・売上明細表（利用者別・サービス別・商品別） 

 ・売上明細表 

 ・売上日報 

 ・売上月報 

 ・売上推移表（顧客別・商品別） 

 ・売上順位表（顧客別・商品別） 

 ・仕入明細書 

 ・仕入日報 

 ・仕入月報 

 ・仕入推移表（顧客別・商品別） 

 ・仕入順位表（仕入先別・商品別） 
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 ・売上月報 

 ・売上推移表（利用者別・サービス別・商品別） 

 ・売上順位表（利用者別・サービス別・商品別） 

 ・貸出明細書 

 

 

 

 

A3 縦サイズで印刷する場合は、プリンターそのものが A3 で印刷できる場合に限ります。ご使用のプ

リンターが A3 印刷に対応しているかは各社メーカーにお問い合わせください。 

 

 

 

2-22. 保険者別、居宅介護支援事業所別検索 

 

利用者の検索条件に「保険者」と「居宅介護支援事業所」を追加しました。 

指定した保険者の利用者や、指定した居宅介護支援事業所の利用者のみを抽出し、表示検索することが

できるようになりました。 

 

  
 

  

注意！！ 
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2-23. 利用者別対応履歴 

 

利用者別対応履歴では対応区分を設定できるものの、画面上や印刷物に対してはその表示箇所がなく、

どの対応区分なのか判断がつかなかった為、画面表示と印刷物に対応区分が表示されるようになりまし

た。さらに「要対応」と「完了」のチェック項目を加え入力したものに対しての重要度等の判断ができ

る機能を設けました。 

 

 ■利用者別対応履歴画面 ■利用者別対応履歴入力画面 

  

※利用者別対応履歴画面では、「要対応のみ」「完了を非表示」のチェックに絞り込んだ状態で表示す

ることができます。 

 

 

 

  



30 

 

2-24. 作成ファイル名変更時のチェック 

 

給付管理票及び給付費請求書を作成する際に、既定のファイル名を変更した場合に変更した旨を警告

するように変更しました。これにより、意図せずファイル名を誤って変更してしまわないように確認す

ることができます。 

 

 

（給付管理票） （給付費請求書） 

  

 

 

2-25. 介五郎終了時のバックアップ 

 

 これまでバックアップのできない子機でもバックアップの確認メッセージが表示されていました。バ

ックアップがとれない子機でこのメッセージは不要とし、子機で介五郎を終了した際にはバックアップ

の確認メッセージが表示されないように改善いたしました。 

バックアップの確認メッセージは親機でのみ表示されます。 
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2-26. SQLServer の再起動 

 

 介五郎の親機介五郎の親機介五郎の親機介五郎の親機を起動すると、「「「「SQLServeSQLServeSQLServeSQLServerrrr が存在しないか、アクセスが拒否されました。」が存在しないか、アクセスが拒否されました。」が存在しないか、アクセスが拒否されました。」が存在しないか、アクセスが拒否されました。」と例外エ

ラーが表示される場合があります。この場合、これまでは SQL 構成マネージャーより SQLServer を手

動で開始させる必要がありましたが、介五郎の上で SQLServer の起動を実行できるメニューを追加し

ました。この機能は介五郎の親機でのみ有効です。この機能は介五郎の親機でのみ有効です。この機能は介五郎の親機でのみ有効です。この機能は介五郎の親機でのみ有効です。 

   

＜再起動方法＞ 

 

 

① 介五郎の親機にて、左図のエラーメッセージが

表示された場合、いいえ(N)をクリックします。 

※エラーメッセージは複数回表示される場合

もあります。 

  

  

② エラーメッセージの表示が消えれば、画面上部

のメニューより、ツール(T)-SQLServer の再

起動(R) をクリックします。 

  

 

③ SQLServer の再起動画面が表示されますの

で開始ボタンをクリックします。 

※現在の状態が開始中である場合、開始ボタン

ではなく、再起動ボタンで表示されます。 

  

 

④ 処理確認メッセージが表示されますので  

はい(Y)をクリックします。 
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⑤ 左図のようにコマンドプロンプト画面が表示

され、問題なければサービスは正常に開始され

ましたと表示されます。メッセージに従い、何

かキーを押してください。 

  

 

⑥ 処理完了のメッセージが表示されますので

OK をクリックします。 

  

 

⑦ 処理が完了すると介五郎が自動的に再起動さ

れたら処理が完了となります。 

 

 

 

  

 

親機の介五郎は正常に起動しているが、子機の介五

郎で「「「「SQLServeSQLServeSQLServeSQLServerrrr が存在しないか、アクセスが拒が存在しないか、アクセスが拒が存在しないか、アクセスが拒が存在しないか、アクセスが拒

否されました。」否されました。」否されました。」否されました。」と表示される場合は、ネットワー

クの問題や、セキュリティ対策ソフト等のファイア

ウ ォ ー ル が 通 信 を ブ ロ ッ ク し て い る 等 、

SQLServer 以外の問題が考えられます。よって子

機側では再起動の機能は使用できないです。 

  

 

  

注意！！注意！！注意！！注意！！    
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3. 居宅介護システム 

訪問介護システムにおける機能強化・機能追加は以下のとおりです。 

 

3-1. 要介護度別の利用票見積入力 

 

 これまでの利用票見積入力では利用者の基本情報部分は共通させていた為、要介護度に応じてのプラ

ンは作成できませんでした。これに対応する為、利用票見積入力では NO 毎に基本情報を持たせ、要介

護度に応じての利用票見積もりを作成できるように改善いたしました。 

※この改善に沿って見積名称の入力が必須となります。初期値では見積 No.**が入力されています。 

 

■見積 No.1(要介護 2) ■見積 No.2(要介護 5) 

  

 

 

 

 

利用票見積入力から利用票予定入力へ取り込む際

に、要介護度が異なるサービスが含まれていた場合

は左図のような警告エラーが表示されます。 

警告エラーが表示された場合は必ず内容をご確認

し、内容に応じた修正を行ってください。 

 

 

  

注意！！ 
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3-2. 利用票実績入力の取り込み画面 

 

利用票実績入力の「サービス実績からの取込」画面にて、「居宅」「実績」の表現がわかりにくいとの

ご要望があり、「他社分」「自社分」へと変更し、表現をわかりやすくいたしました。 

 

■Ver.8.3.1.0 以前 ■Ver.8.4.0.0 以降 

  

 

 

3-3. チェックをつけた利用者数の表示 

 

給付管理票を作成する際に、指定にチェックした利用者の件数を表示するようにしました。 

表示している提供月の利用人数に合わせて、提出月における合計人数も表示します。 

 

■4 月提出 3 月提供分 （利用 3 人） ■4 月提出 1 月提供分 （利用 2 人） 

  

※3 月に 3 人、1 月に 2 人の利用者がいるため、合計には「5 人」が表示されています。 
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3-4. 特定事業所集中減算集計表 

 

・80％を超えている場合一目見てわかるよう項目を追加しました。 

 ※計算結果が 80.001 などの場合は表記上 80%と表示されていますが、実際の値としては 80％を超

えている為、「超」が表示されます。 

 

 

 

 

・80％を超えている場合の正当な理由に該当する場合、その利用者数を省いた状態での特定集中減算集

計表を出せるようになりました。（正当な理由に該当するかは市町村に確認の上、本機能を使用して下

さい。） 

 

 

① 利用者台帳の「その他」に「□特定事業所集

中減算対象外」が追加されています。ここに

チェックを付けた利用者は特定事業所集中

減算の計算から省くこともできます 

  

 

② 年間帳票印刷の画面で□対象外の利用者を

集計しないにチェックを付けると、①でチェ

ックを付けた利用者を省いた集計表が印刷

できます。 

 

 

集計表の右端に 80％を超えている

場合に一目見てわかるよう「超」の

項目を追加しています。 

※27 年度前期以前の集計表に関し

ては「90％超」と表記されます。 
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■通常時の特定集中減算集計表 

 

 

■特定事業所集中減算対象外の特定集中減算集計表 

 

 

 

3-5. 支援経過 

 

居宅介護支援経過では対応区分を設定できるものの、画面上や印刷物に対してはその表示箇所がなく、

どの対応区分なのか判断がつかなかった為、画面表示と印刷物に対応区分が表示されるようになりまし

た。また、介護区分に新しく「総合事業」を加えました。 

 

 

 ■居宅介護支援経過画面 ■居宅介護支援経過印刷画面 
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3-6. 興味関心チェックシートの追加 

 

介護予防アセスメントを総合事業用（介護予防ケアマネジメント）のアセスメントとして印刷できる

よう興味・関心チェックシートの項目を追加しました。「□総合事業」のチェックの有無により介護予防

アセスメントと総合事業用(介護予防ケアマネジメント)のアセスメントの入力、印刷が可能になります。 

 

＜入力・印刷方法＞ 

  

① 介護予防アセスメントの入力画面に「□総合事

業」のチェックボックスを設けています。 

  

 

② 「□総合事業」にチェックを付けると総合事業

用(介護予防ケアマネジメント)として使用で

き、入力可能箇所が変わります。 

  総合事業用(介護予防ケアマネジメント)では

チェックシート、アセスメント、判定基準表が

入力できなくなり、興味・関心チェックシート

が入力できるようになります。 

  

 

③ 興味・関心チェックシートは左図のような入力

画面です。この画面の該当する項目にチェック

を付けます。 
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④ 左図は興味・関心チェックシートを印刷した物

です。入力画面の非該当にチェックを付けた箇

所は「×」として表示されるようになっていま

す。 

 

 

 

 

3-7. 介護予防計画書 

 

介護予防計画書を総合事業用(介護予防ケアマネジメント)の計画書として印刷できる機能を追加しま

した。入力方法はこれまでと同様ですが、チェックの有無でケアマネジメント結果等記録表として印刷

できる機能です。 

 

＜入力・印刷方法＞ 

  

① 介護予防計画書の入力画面に「□総合事業」の

チェックボックスを設けています。 
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② 「□総合事業」のチェックを付けた状態で入力

個所を開くと、記載省略可能となる箇所は入力

できないようなっていることが確認できます。 

  

 

③ 「□総合事業」のチェックを付けた状態で印刷

を行うとケアマネジメント結果等記録表とし

て印刷されることが確認できます。 

※入力できない箇所が「網掛け部分の記載は省

略可能」と記載されている部分です。 

 

 

3-8. 担当者会議資料会議出席者の入力数増加 

 

居宅介護サービス計画書にて、担当者会議の出席者数及び、所属の入力数を増加しました。所属(職種)

は 2 行まで表示可能になり、出席者は 9 名から 12 名までの入力が可能になりました。 

 

■Ver.8.3.1.0 以前 ■Ver.8.4.0.0 以降 
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4. 訪問介護システム 

 

訪問介護システムにおける機能強化・機能追加は以下のとおりです。 

 

4-1. 総合事業給与単価設定 

 

訪問介護の基本単価に市町村ごとの単価を設定できるようになりました。市町村ごとに金額や、行う

サービス種類等が異なることを考え、市町村ごとに給与単価を設定できるようになっています。 

 

＜設定方法＞ 

 

① システム設定の日報設定画面に、「総合事業」

という項目が追加されています。「□保険者別」

にチェックを付け登録を行えば、市町村ごとに

給与単価を設定できる項目が給与単価に追加

されます。 

  

 

② ①のチェックが追加したことにより、訪問介

護)基本単価マスタおよび、訪問介護)担当者給

与単価マスタ画面に 

介護保険(総合事業)単価設定ボタンが追加さ

れていることが確認できます。 
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③ 介護保険(総合事業)単価設定ボタンをクリッ

クすると総合事業用の単価マスタ設定画面が

表示されますので保険者を選択し金額を入力

して下さい。 

 

 

  

 

介護保険(総合事業)単価設定を行うには事前に各

市町村ごとの単価表（サービスマスタ）を取り込ん

でおく必要があります。 

単価表（サービスデータ）の取込み方法は別紙マニ

ュアル「平成 27 年度 総合事業操作マニュアル」

を参照して下さい。 

  

 

 

  

注意！！ 
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5. 通所介護システム 

 

通所介護システムにおける機能強化・機能追加は以下のとおりです。 

 

5-1. 地域密着型の既定値表示 

 

 平成 28 年 4 月からの提供票を作成する際に、要介護の利用者であればサービス内容入力画面で地域

密着型が既定値として表示されます。28 年 3 月以前はこれまで通り介護保険が既定値として表示され

ます。 

 ※通所介護システムを使用し、28 年 4 月に小規模から地域密着型へ移行された事業所様が対象です。 

 

■28 年 3 月までのサービス内容入力画面 ■28 年 4 月からのサービス内容入力画面 
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6. 福祉用具システム 

福祉用具システムにおける機能強化・機能追加は以下のとおりです。 

 

6-1. 商品台帳の区分別印刷 

 

マスタ印刷から商品台帳を印刷する際に、商品区分ごとに分けて印刷できるようになりました。 

 

 

                 

6-2. 福祉用具担当者別の印刷 

 

各種帳票において、福祉用具担当者別での印刷ができるようになりました。 

福祉用具担当者別の印刷ができる帳票は下記のとおりです。 

 

■福祉用具担当者別  

 

帳票印刷画面に「担当者指定」の項目が追加されて

おり、利用者毎に担当者を設定されていれば指定し

た担当者ごとの帳票が印刷可能です。 
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6-3. 福祉用具サービス計画書の住居図のコメント 

 

福祉用具サービス計画書にて、住居図を作成し印刷した住環境欄には「※別紙参照」と記載されるだ

けでしたが、ここにコメントが表示できるようにコメント入力個所を追加いたしました。 

 

 

 ■計画書入力画面 ■印刷時の住環境欄 

 

 

 

  

 

コメント入力欄が表示されるのは福祉用具計画書

を平成 26 年 3 月版を使用している場合に限りま

す。コメント入力欄がない場合はシステム設定で福

祉用具計画書様式を「1-ふくせん平成 26 年 3 月

版」に設定する必要があります。 

 

 

 

 

  

注意！！ 
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7. 訪問看護システム 

 

訪問看護システムにおける機能強化・機能追加は以下のとおりです。 

 

7-1. 訪問看護提供記録簿 

 

 訪問看護提供記録簿を追加しました。提供記録簿を追加したことにより、日々のバイタル確認等の管

理を記録することが可能になりました。訪問看護提供記録簿の説明は別冊マニュアル「別冊訪問看護記

録簿マニュアル」を参照して下さい。 

 

■訪問看護提供記録簿画面 
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